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(57)【要約】
【課題】本発明は、映像表示装置を使いやすくすること
を目的とするものである。
【解決手段】そしてこの目的を達成するために本発明は
、本体ケース１３と、この本体ケース１３に設けられた
入力端子部２１と、この入力端子部２１に接続された入
力部２２と、この入力部２２に接続された表示画像生成
部２５と、この表示画像生成部２５に接続された表示部
１４と、を備え、表示画像生成部２５は、入力部２２か
らの映像信号を第１の映像信号として表示部１４の第１
の表示画面１０に表示し、第１の映像信号を拡大可能に
操作する拡大操作部２６を設けるとともに、第１の映像
信号を拡大操作部２６により拡大した第２の映像信号を
、表示部１４の第２の表示画面１１に表示する構成とし
た。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体ケースと、この本体ケースに設けられた入力端子部と、この入力端子部に接続された
入力部と、この入力部に接続された表示画像生成部と、この表示画像生成部に接続された
表示部と、を備え、前記表示画像生成部は、前記入力部からの映像信号を第１の映像信号
として前記表示部の第１の表示画面に表示し、前記第１の映像信号を拡大可能に操作する
拡大操作部を設けるとともに、前記第１の映像信号を前記拡大操作部により拡大した第２
の映像信号を、前記表示部の第２の表示画面に表示する構成とした映像表示装置。
【請求項２】
前記入力端子部は、内視鏡カメラを接続する構成とした請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項３】
前記拡大操作部はフットスイッチで構成した請求項１または２に記載の映像表示装置。
【請求項４】
前記表示部は、画面選択操作手段を有し、前記第１の表示画面と第２の表示画面を選択可
能に表示する構成とした請求項１から３のいずれか一つに記載の映像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば医療用に用いられる映像表示装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来の医療用に用いられる映像表示装置の構成は、以下のような構成となっていた。
【０００３】
　すなわち、本体ケースと、この本体ケースに設けられた入力端子部と、この入力端子部
に接続された入力部と、この入力部に接続された表示画像生成部と、この表示画像生成部
に接続された表示部と、を備えた構成となっていた。
【０００４】
　この表示画像生成部では、入力部に入力された内視鏡カメラの映像信号の、色彩や大き
さを変えないで、そのまま表示部に表示するようになっていた（例えば下記特許文献１）
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００５－３４８３６９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　上記従来例における課題は、映像表示装置が使いにくいことであった。
【０００７】
　すなわち、例えば、従来の医療用の映像表示装置では、内視鏡カメラ等で撮影した患部
の映像を表示部に表示して手術を行っていたが、特に硬性内視鏡カメラを使用した手術の
現場においては、手術映像での患部の位置のみではなく、手術映像での患部の大きさが術
者の望むものになるように、カメラ操作者は、内視鏡カメラと患部との距離感を、手術映
像に映された内視鏡の撮像窓の大きさで判断しながら、手術映像の患部の大きさが術者の
希望に沿うように、カメラを操作する必要があった。
【０００８】
　しかしながらこの作業は、カメラの位置を患部が中央にくるように決めて、かつ、手術
映像での患部の大きさを適切に保つために、カメラと患部の距離を特定の位置に保ち続け
る必要があるので、カメラをその位置に固定し続けなければならないため、神経を使う作
業となっていた。そのために、カメラ操作者にとっては、大変な作業となってしまい、術
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者にとっても、カメラ操作者が適切にカメラ操作をできなかった場合に、手術がしづらい
状況となり、結論として、このような１つの手術映像を見ながら、術者とカメラ操作者が
協調しながら手術を行う点においては、映像表示装置は使いにくいものとなっていた。
【０００９】
　そこで本発明は、映像表示装置を使いやすくすることを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　そして、この目的を達成するために本発明は、本体ケースと、この本体ケースに設けら
れた入力端子部と、この入力端子部に接続された入力部と、この入力部に接続された表示
画像生成部と、この表示画像生成部に接続された表示部と、を備え、前記表示画像生成部
は、前記入力部からの映像信号を第１の映像信号として前記表示部の第１の表示画面に表
示し、前記第１の映像信号を拡大可能に操作する拡大操作部を設けるとともに、前記第１
の映像信号を前記拡大操作部により拡大した第２の映像信号を、前記表示部の第２の表示
画面に表示する構成とし、これにより所期の目的を達成するものである。
【発明の効果】
【００１１】
　以上のように本発明は、本体ケースと、この本体ケースに設けられた入力端子部と、こ
の入力端子部に接続された入力部と、この入力部に接続された表示画像生成部と、この表
示画像生成部に接続された表示部と、を備え、前記表示画像生成部は、前記入力部からの
映像信号を第１の映像信号として前記表示部の第１の表示画面に表示し、前記第１の映像
信号を拡大可能に操作する拡大操作部を設けるとともに、前記第１の映像信号を前記拡大
操作部により拡大した第２の映像信号を、前記表示部の第２の表示画面に表示する構成と
したものであるので、映像表示装置を使いやすくすることができる。
【００１２】
　すなわち、本発明においては、映像信号を第１の映像信号として前記表示部の第１の表
示画面に表示し、前記第１の映像信号を前記拡大操作部により拡大可能とした第２の映像
信号を、前記表示部の第２の表示画面に表示するので、例えば、内視鏡カメラの映像信号
を、第１の表示画面では、内視鏡カメラの映像信号をそのまま表示するので、撮像窓の枠
を含めて表示することができ、第２の表示画面では、術者が拡大操作部を用いて、手術映
像を適切な大きさに拡大操作した映像を表示できるので、カメラ操作者は、撮像窓の枠を
見ながら、患部を中央にした位置で内視鏡カメラを固定するのみで、カメラと患部の距離
を特定の位置において、保ち続ける必要はなく、術者は、自分の所望の大きさに手術映像
を操作可能となり、その結果、映像表示装置を使いやすくすることができるのである。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本実施形態の使用例を示した図
【図２】その表示部の表示画面の一例を示す図
【図３】その表示部の表示画面の一例を示す図
【図４】その表示部の表示画面の一例を示す図
【図５】その表示部の表示画面の一例を示す図
【図６】本実施形態の映像表示装置の正面図
【図７】本実施形態の映像表示装置の下面から見た図
【図８】その機能ブロック図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施形態を添付図面を用いて説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態を医療現場、具体的には手術室に配置した状態を示してお
り、手術台１の上面に患者２が横たわり、手術医師３が鉗子５、補助医師４が内視鏡カメ
ラ６を用いた手術を行っている状態を示している。この場合、手術医師３は、患者２を介
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して対向する映像表示装置７を見ながら、患部の状態を確認しており、また、補助医師４
は、患者２を介して対向する映像表示装置８を見ながら、患部の状態を確認している。こ
のとき、映像表示装置８は映像表示装置７のサブ表示装置として同じ内視鏡カメラの映像
を表示している。
【００１６】
　つまり、手術医師３も、補助医師４も、映像表示装置７、８に表示されている共通の内
視鏡カメラ６の映像を見るようになっている。具体的映像信号の接続形態には、補助医師
４の内視鏡カメラ６の映像信号が、映像表示装置７に接続され、その映像信号が映像表示
装置８にさらに接続された状態になっている。
【００１７】
　このときの映像表示装置７、８に表示された映像を図２に示す。
【００１８】
　図２においては、前立腺手術における映像を示すが、内視鏡カメラ６からの前立腺患部
の映像９が映像表示装置７、８に映されている。
【００１９】
　このような場合においては、映像表示装置７、８に映される手術映像での患部の大きさ
が実際に鉗子５で手術を行う手術医師３の望むものになるように、カメラ操作者である補
助医師４は、内視鏡カメラ６と患部との距離感を、手術映像に映された内視鏡カメラ６の
撮像窓の大きさで判断しながら、手術映像の患部の大きさが手術を行う手術医師３の希望
に沿うように、内視鏡カメラ６を操作する必要があった。
【００２０】
　しかしながらこの作業は、内視鏡カメラ６の位置を患部が中央にくるように決めて、か
つ、手術映像での患部の大きさを適切に保つために、内視鏡カメラ６と患部の距離を特定
の位置に保ち続ける必要があるので、内視鏡カメラ６をその位置に固定し続けなければな
らないため、神経を使う作業となっていた。そのために、カメラ操作者である補助医師４
にとっては、大変な作業となってしまい、手術を行う手術医師３にとっても、カメラ操作
者が適切にカメラ操作をできなかった場合に、手術がしづらい状況となり、結論として、
このような１つの手術映像を見ながら、術者である手術医師３とカメラ操作者である補助
医師４が協調しながら手術を行う点においては、映像表示装置７、８は使いにくいものと
なっていた。
【００２１】
　そこで、本発明の実施形態においては、映像表示装置７、８に表示する映像を、図３に
示すようにした。
【００２２】
　図３においては、カメラ操作者である補助医師４が撮影した内視鏡カメラ６の映像信号
を第１の映像信号として映像表示装置７、８の第１の表示画面１０に表示し、前記第１の
映像信号を、手術を行う手術医師３が拡大操作部としてのフットスイッチ（図示せず）に
より希望の大きさに拡大した第２の映像信号を、映像表示装置７、８の第２の表示画面１
１に表示するようにした。
【００２３】
　このような場合においては、内視鏡カメラ６の映像信号を、第１の表示画面１０では、
内視鏡カメラ６の映像信号をそのまま表示するので、撮像窓枠１２を含めて表示すること
ができ、第２の表示画面１１では、手術医師３がフットスイッチを用いて、手術映像を適
切な大きさに拡大操作した映像を表示できるので、カメラ操作者である補助医師４は、撮
像窓枠１２を見ながら、患部を中央にした位置で内視鏡カメラ６を固定するのみで、カメ
ラと患部の距離を特定の位置において、保ち続ける必要はなく、手術医師３は、自分の所
望の大きさに手術映像を操作可能となり、その結果、映像表示装置を使いやすくすること
ができるのである。
【００２４】
　上述した映像表示装置７、８には、同じ映像として、内視鏡カメラ６の映像信号を第１
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の表示画面１０、手術医師３が拡大操作した第２の映像信号を第２の表示画面１１に分割
して表示したが、図４に示すように、画面選択操作によって手術を行う手術医師３がモニ
ターする映像表示装置７に、第２の表示画面１１のみを映し、図５に示すようにカメラ操
作者である補助医師４がモニターする映像表示装置８に第１の表示画面１０のみを映す構
成としても良い。このような構成とすると、１つの表示装置に１つの表示画面を映す構成
となるので、より見やすくなる。
【００２５】
　前記映像表示装置７、８は、同一構成となっており、図６、図７に示すように本体ケー
ス１３の前面側に表示部１４が設けられ、さらに、この本体ケース１３の下面側には複数
の入力端子１５、１６、１７、１８、１９が設けられている。このうち、入力端子１５は
、セパレートおよびコンポジット映像端子で、１６はコンポーネント映像端子で、１７は
ＲＧＢ端子、１８はＳＤＩ端子（シリアル・デジタル・インターフェース）、１９はＤＶ
Ｉ端子（デジタル・ビジュアル・インターフェース）となっている。
【００２６】
　そして、内視鏡カメラ６は、入力端子１８のＳＤＩ端子に接続されている。
【００２７】
　また、図６に示すように、本体ケース１３には、拡大操作部としてのフットスイッチ２
０が接続されている。このフットスイッチ２０を操作することで、手術を行う手術医師３
は、患部の映像を希望通りの大きさに拡大して映すことができる。
【００２８】
　次に、本発明の一実施形態においての映像表示装置７、８の機能ブロック図を図８に示
す。
【００２９】
　内視鏡カメラ６からの入力が図６に示す本体ケース１３に設けられた入力端子部２１に
入力され、入力部２２に入力される。
【００３０】
　この入力部２２は、入力制御部２３と、入力信号処理部２４によって構成されており、
まず、入力制御部２３で表示部１４に表示する映像情報を内視鏡カメラ６が接続された入
力端子部２１に設定し、入力信号処理部２４で入力制御部２３から入ってきた映像信号の
映像調整を行い、表示画像生成部２５で表示部１４に表示する第1の映像信号を生成する
。
【００３１】
　このとき、表示部１４は図３に示すように、第１の表示画面１０と第２の表示画面１１
をもち、第１の表示画面１０には表示画像生成部２５によって生成された第１の映像信号
を表示し、この第１の映像信号を拡大可能に操作する拡大操作部２６によって第１の映像
信号を拡大制御部２７で拡大し第２の映像信号を生成し、第２の表示画面１１に表示する
。
【００３２】
　さらには、表示部１４は、画面選択操作手段２８を有し、第１の表示画面１０と第２の
表示画面１１を選択可能に１つの画面に表示することも可能としている。
【００３３】
　このような構成とすると、映像表示装置が使用者に対応して複数台設置されている場合
には、使用者に対応した映像表示装置ごとに１つの表示画面を映す構成となるので、使用
者にとって、より見やすくなる。
【００３４】
　上述したように、本実施形態においては図３に示す第１の表示画面１０のように内視鏡
カメラ６の映像信号をそのまま表示するので、撮像窓枠１２を含めて表示することができ
るため、カメラ操作者である補助医師４は撮像窓枠１２を見ながら、患部を中央にした位
置で内視鏡カメラ６を固定するのみで、内視鏡カメラ６と患部の距離を特定の位置におい
て、保ち続ける必要はなくなる。
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【００３５】
　一方、術者である手術医師３に対しては拡大操作部２６を提供することで第２の表示画
面１１のように、自分の所望の大きさに手術映像を拡大操作可能となり手術医師３、補助
医師４の双方にとってともに最適な映像情報を提供することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３６】
　以上のように本発明は、本体ケースと、この本体ケースに設けられた入力端子部と、こ
の入力端子部に接続された入力部と、この入力部に接続された表示画像生成部と、この表
示画像生成部に接続された表示部と、を備え、前記表示画像生成部は、前記入力部からの
映像信号を第１の映像信号として前記表示部の第１の表示画面に表示し、前記第１の映像
信号を拡大可能に操作する拡大操作部を設けるとともに、前記第１の映像信号を前記拡大
操作部により拡大した第２の映像信号を、前記表示部の第２の表示画面に表示する構成と
したものであるので、映像表示装置を使いやすくすることができる。
【００３７】
　すなわち、本発明においては、映像信号を第１の映像信号として前記表示部の第１の表
示画面に表示し、前記第１の映像信号を前記拡大操作部により拡大可能とした第２の映像
信号を、前記表示部の第２の表示画面に表示するので、例えば、内視鏡カメラの映像信号
を、第１の表示画面では、内視鏡カメラの映像信号をそのまま表示するので、撮像窓の枠
を含めて表示することができ、第２の表示画面では、術者が拡大操作部を用いて、手術映
像を適切な大きさに拡大操作した映像を表示できるので、カメラ操作者は、撮像窓の枠を
見ながら、患部を中央にした位置で内視鏡カメラを固定するのみで、カメラと患部の距離
を特定の位置において、保ち続ける必要はなく、術者は、自分の所望の大きさに手術映像
を操作可能となり、その結果、映像表示装置を使いやすくすることができるのである。
【００３８】
　したがって、内視鏡手術などに用いる医療用映像表示装置として、広く活用が期待され
るものである。
【符号の説明】
【００３９】
　１　手術台
　２　患者
　３　手術医師
　４　補助医師
　５　鉗子
　６　内視鏡カメラ
　７、８　映像表示装置
　９　前立腺患部の映像
　１０　第１の表示画面
　１１　第２の表示画面
　１２　撮像窓枠
　１３　本体ケース
　１４　表示部
　１５、１６、１７、１８、１９　入力端子
　２０　フットスイッチ
　２１　入力端子部
　２２　入力部
　２３　入力制御部
　２４　入力信号処理部
　２５　表示画像生成部
　２６　拡大操作部
　２７　拡大制御部
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　２８　画面選択操作手段

【図１】 【図２】
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